
 

   

令和元年５月２８日（２０１９） 第００７２号

号 
『多忙』 

院長メモ 

なにしろ私は忙しかった。小１の頃は、朝５時

頃に起きて通学途中にあった農家の同級生宅

に行く。屋根裏にあるワラ束を下におろすと、

手動の細断機にかける。そのワラ片とフスマ

（これはいったい何だったんだろうか？グレー

の灰粉であった）とをさらに水に混ぜて馬の餌

箱に入れる。 

 それから馬が舐めやすいように、弁当箱サイズの当時よく使われていた家庭用洗濯せ

っけんのような塩の塊を裏返しにしておく。これら一連の作業を終えた後は、友達の家

族を一人ずつ起こす。先方の親も「邦ちゃん（私のこと）今日も早えな！」「今、何時

だ？」とか言って起きて来て、そこの家族と朝ごはんをとってから、友人と一緒に登校

する。そんなことが数年続いたが、私の親も何も言わなかったし、友達の親からも何も

言われたことはなかった。そんな時代だったのだろう。登校時もだまってはいられな

い。通学路の道端に生えていた名前は忘れたが、鬼イチゴ（？）とかなんとか季節毎に

食べられる色鮮やかな食材（木の実）があって、口のまわりはいつもその実の色で染

まっていた。 

梅雨の頃になって、町外れの神社の脇にあった小さなため池の水が増えると、そこか

らあふれた水が町中の家の前の小さな用水路に流れ込む。そこに池から小魚が大量

に流れ込むものだから、私達はお祭り騒ぎである。そこに網だの家から持ち出したザ

ルを使ってせき止めておけば小魚がドンドン入ってくる。（取った魚は食べた記憶はな

く、いったいどうしたのかは未だに思い出せない。）仲間と全身ずぶ濡れでそんなことを

やっていると登校時間はとうに過ぎ、何より学校に行くこと自体頭になかった。 

しばらくすると、カッパを着た担任の先生が自転車でやってきて「終わったら早めに学

校に来なさいよ」と言って帰って行った。私達仲間は元気に「ハイ」と答えたが、実際に

登校したのは昼の給食近くの時間だったと思う。 

時間がゆっくり、ゆっくり動いていた。こんな時間が一生続くものだと思っていた。自分

のまわりのことでしか時間は回っておらず、自分が目にする世界だけがすべてだった。 

情報社会、ネット社会にも全く縁のない生活であったが、私達子供はそれで充分だった

し、何の不自由もなかった。 
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《診療時間変更のお知らせ》 
 

いつも当クリニックにご来院いただき、誠にありがとうございます。 

この度 医師会業務多忙 に伴い、下記の通り診療時間を変更させてい

ただきます。ご不便をお掛けいたしますが、なにとぞご理解、ご了承

下さいますよう、よろしくお願いいたします。 
                                         

院長 髙橋 邦尚 
 

診療時間 月 火 水 木 金 土 日・祝 

9:00～12:30 ● ● ● ● ● ● 休診 

15:00～18:00 ● ● 休診 ● ● 休診 休診 

 

日 月 火 水 木 金 土 

      1 

② 3 4 5 6 7 8 

⑨ 10 11 ⑫ 13 14 15 

⑯ 17 18 19 20 21 22 

㉓ 24 25 ㉖ 27 28 29 

㉚    

 

○=休診日 ★=診療時間変更 

 
※都合により変更になる事がございます。ご了承願います。 

（日曜・水曜・祭日は休診日です） ２０１９年６月 

★ ６月 ８日（土） 午前診療 

            学会出張の為 

★ ６月２２日（土） 午前診療 

            研修会出席の為 
 

 
               

 

 

 
  

 

            

  

 

午前検査外来 

 

午前検査外来 

令和元（２０１９）年７月１日より 

診療時間が変わります！！ 


